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令和 5 年度（2023 年度）は、昨年東京駅の再開発事業から八丁堀へ事務所を移転して新たなスタ

ートを切った 1 年でした。今までと変わりなく順調に各事業を推進することができましたのも、会

員、関係者の皆様のご支援ご協力によるものと心より感謝申し上げます。 

 

１．緑のふるさと協力隊事業 

若者の⾧期農山村貢献活動。30 年間で 850 人以上が参加。 

総務省「地域おこし協力隊」のモデルにもなったプログラム。 

（１）第 30 期緑のふるさと協力隊の派遣  

派遣先：9 市町村（自治体名、受入回数） 

岩手県一関市⑬、山形県小国町⑭、群馬県上野村㉗、 

愛知県豊根村⑰、愛知県幸田町③、石川県白山市白峰地区㉔、 

岡山県鏡野町㉒、高知県大川村⑨、宮崎県日之影町㉚ 

派遣人数：10 人（男性 4 人、女性 6 人） 

内訳：社会人 7 人、学生 3 人（うち休学 2 人） 

活動期間：令和 5 年 4 月 6 日（木）～令和 6 年 3 月 17 日（日） 

 

事前研修：4 月 6 日（木）～11 日（火）5 泊 6 日 山梨県立ゆずりはら青少年自然の里（山梨県上野原市） 

内容：講座、フィールドワーク、個人面談、個人発表「現地活動に向けて」 
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受入先担当者会議：6 月 21 日（水）東京国際フォーラム会議室（東京都千代田区） 
写真左から ・小川理事⾧による事業報告と DVD（田園回帰する人々）鑑賞 
      ・永井副理事⾧による白山市の事例紹介と担当者からの質疑応答 
      ・ふるさと担当より若葉のふるさと協力隊の進め方の紹介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現地訪問：７月～8 月 派遣先 9 市町村を事務局職員が訪問。隊員や受入先担当者面談、活動先訪問 
派遣先を事務局職員が訪問し、隊員、受入先担当者、および地元活動先の方などから状況を聞き取り、
活動地見学などをして、活動の調整、アドバイス等を実施しました。 
 
中間研修：9 月 13 日（水）～ 15 日（金）2 泊 3 日  東京都国立オリンピック記念青少年総合センター 

これまでの活動に対する取り組み方や考え方を振り返り、協力隊事業の意義と個々の目標を再確認しま

した。久しぶりの同期との再会から今後の活動の意力やヒントをもらう場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括研修：3 月 14 日（木）～17 日（日）3 泊 4 日 国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区） 

内容：個人発表、報告会の準備など 

約半年ぶりの再会となった総括研修では、初日にこの 1 年間の活動を振り返る個人発表を行いました。 

2 日目はふるさと OG によるワークショップを実施。自分の心境を絵画で表現し、全員で想いを共有しま

した。その後は活動報告会に向けての話し合いや準備などに取り掛かりました。 
 
 

 

 

 

 
 

GEC 公式

Instagram から 
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活動報告会「エキサイト☆ふるさと 2024」：3 月 16 日（土） 
国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区） 

隊員たちが一年間の協力隊活動、農山村での暮らしを通じて感じたこと 

・自身の成⾧などと活動先の魅力について発表しました。 

プログラム：①オープニング伝統芸能「傘踊り」 ②パネルディスカッション ③展示ブース観覧 

④フィナーレ ⑤懇親会 

※当日の様子は YouTube「緑のふるさと協力隊」チャンネル（右上 QR コード）から視聴できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）「若葉のふるさと協力隊」（短期体験プログラム）の実施 
農山村で暮らしてみたい、活動してみたいという農山村と関わるきっかけを求めている人や、「緑のふ

るさと協力隊」に興味を持っている若者たちを対象に、農山村での暮らしを体験できる機会として、8 月

～11 月に 9 地域で開催を計画しました。しかしながら、岩手県一関市と群馬県上野村は応募なしのため

実施することができませんでした。 

開催地（7 ヵ所）：山形県小国町、愛知県豊根村、愛知県幸田町、石川県白山市、福井県坂井市、岡山県

鏡野町、宮崎県日之影町 

参加者：16 人（男性 4 人、女性 12 人）内訳：学生…7 人、社会人…9 人 

 

 

 

 

 

 

 

●参加者の感想 

◎“食を得る”ということは簡単でないことや、“命をいただく”というありがたさについて考える機会とな

りました。都市部では食について考える機会は少ないように感じます。 

◎私たちが簡単に語る「何もない田舎」は、本当はたくさんのものがあって、気付いていなかっただけ

だったんだぁと、大きな気付きになりました。 

 

（３）関係団体との連携 
緑のふるさと協力隊 OBOG との協力連携 

・緑のふるさと協力隊第 29 期の文集 を発行しました。 

・緑のふるさと協力隊サポーター制度への呼びかけをおこないました。 

対象者：緑のふるさと協力隊 OBOG 

サポーター年会費：3,000 円（年度毎の更新） 
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（４）令和 6 年度（第 31 期）へ向けて 
受入先の募集では、全国 950 市町村へ受入先募集要綱を配布し、全国山村振興連盟・全国町村会等の機

関誌に募集記事を掲載していただきました。隊員の募集では、OBOG の体験談も聞ける募集説明会を全

国 2 カ所（東京・京都）で６回実施。また、初の試みとしてオンラインでも２回行い、You Tube による

アーカイブ配信も行いました。①SNS への有料広告 ②Web 掲示板への投稿  ③求人サイト「日本仕事百

貨」記事掲載  ④プレスリリース（PR TIMES）⑤ SNS への投稿（Instagram、Facebook、You Tube 、

X 旧 Twitter、note ）等、インターネットを活用した募集を実施しました。 

◎派遣先：11 市町村、派遣人数：13 人（男性 7 人、女性 6 人） 

 

 
 

２．体験・交流事業 
（１）森林ボランティア「山と緑の協力隊」 

国有林・公有林をフィールドとした市民参加の森林づくり活動。 

これまでに 300 回以上のプログラムを開催、のべ 2 万人が参加。 

森林ボランティア活動「山と緑の協力隊」の開催  【参加者合計126人】 

令和5年度は、赤沢（２回）、湘南海岸林（５回）高取山の3カ所で合計8回の開催。 

赤沢プログラム（⾧野県上松町 赤沢自然休養林） 

6 月 10 日（土）～11 日（日） 間伐、自然散策 参加者 18 人 

9 月 23 日（土）～24 日（日） 間伐、自然散策 参加者 16 人 

 

 

 

 

 

 

 

●参加者の感想 

「初めての林業に関する作業もとても楽しかったが、木や林に関するお話を沢山聞けて良かったです。」 

「のこぎりで木を切る大変さとやりがいを感じました。木を切ることで空が開けて日光が入ってきた際

にはとても達成感が得られました。」 

GEC 公式 

You Tube から 

観光庁「第２のふるさとづくり

プロジェクト」 

Instagram より 
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湘南海岸林ボランティア（神奈川県藤沢市、茅ケ崎市、平塚市） 

第 72 回 6 月 24 日（土）草刈り 参加者 19 人 

第 73 回 7 月 15 日（土）草刈り 参加者 15 人 

第 74 回 9 月 9 日（土） 草刈り 参加者 15 人 

第 75 回 10 月 21 日（土）つる伐り、草刈り 参加者 16 人 

第 76 回 令和 6 年 3 月 23 日（土） 植林 参加者 16 人 

 

 

 

 

 

 

◎参加者の感想 

「みんなで協力して木を倒すことは非日常的でリフレッシュできました。達成感があり楽しかったで

す。」「砂防林が都市の生活を支えているのだと実感できました。」「安心して生活できる環境を維持

するためのお手伝いが少しでもできたことは、私にとって充実した時間でした。」 

高取山プログラム（滋賀県多賀町） 

3 月 8 日（土）～9 日（日） 椎茸の菌打ち 参加者 7 人 

 

 

 

 

 

 

◎参加者の感想 

「天候の悪い中臨機応変に対応していただき感謝しています。」「間伐や植樹を体験したかったが、雪

のため仕方なし。」「椎茸の菌打ちなどモクモクとできた。」 

（２）企業における社会貢献活動、CSR、社内研修および交流活動の支援協力 
企業主催のボランティアプログラム支援 【参加人数 163 人】 

令和 5 年度も企業と受入側をつなぐコーディネート役 

として連絡や調整を行いました。 

 

メタウォーター株式会社 （東京都奥多摩町）  

4 月 14 日（金） 新入社員研修の一環として 参加者 56 人 

植樹（ヤマザクラ・シバグリ・トチノキ合計 60 本） 

8 月 26 日（土） 草刈り 参加者 22 人 

株式会社 LIXIL 住宅研究所 （山梨県上野原市）5 月 17 日（木）植栽 参加者 35 人 

電機連合 （岩手県陸前高田市）5 月 27 日（土）～28 日（日）草取り 参加者 15 人   

8 月 6 日（日）～8 日（火）祭り手伝い 参加者 5 人  
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沖電気工業株式会社 （静岡県伊豆市） 

10 月 21 日（土）間伐 参加者 30 人 

 
 

 

 

 

 

（３）中国・緑化交流事業 
団体設立の原点である中国での植林ボランティア。1993 年から中国人民政府との連携で、内モンゴル自

治区伊金霍洛(エジンホロ)旗、河北省豊寧県、重慶市など５カ所で実施。これまでに日本から 120 回以上

植林団を派遣し、約 2,500 人が参加、ポプラなど 747 万本を 5,600ha に植林。 

緑の親善大使の派遣  

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う渡航制限等のため「親善大使」は実施しませんでした。 

日中植林・植樹国際連帯事業 

昨年、日中友好会館の助成を受けて植林した苗木の維持管理を内モンゴル自治区エジンホロ旗、河北省

豊寧県の 2 ヵ所で実施しました。 

①内モンゴル自治区エジンホロ旗ハラサ地区  

植林面積：10ha 

植林樹種：ショウジマツ 

植林本数：8,400 本 

植林時期：令和 4 年 4 月～5 月 

活着率：93％ 

管理内容：植林地全体の見回りを行い、必要に応じた保育作業（除草、灌水、見回り）を実施した。 

 

②河北省豊寧県シャオバーズ郷 

植林面積：13ha 

植林樹種：アブラマツ、ショウジマツ 

植林本数：14,430 本  

植林時期：令和 4 年 8 月～9 月 

活着率：90％ 

 

管理内容：植林地全体の見回りを行い、必要に応じた保育作業（除草、灌水、見回り）を実施した。 

 
 

3．緑の学校事業 
児童・生徒を対象とした環境教育プログラム訪問学習、 

イベント出展を通じて、子どもたちへ緑の大切さや自然と 

触れ合うことの楽しさ、森林の役割などを伝えています。 

 

電機連合 沖電気株式会社 株式会社 LIXIL 住宅研究所 
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（1）エコ語り部チームの活動 
新型コロナウイルスの流行状況が落ち着いてきたこともあり、5 月と 10 月に定例会を開催しました。 

4．広報・PR 活動、その他 
地球緑化センターの活動を拡げるための広報活動、関係団体との連携・協力に取り組みました。 

（1）機関誌、会員向け情報誌の発行 
・機関誌「タマリスク」第 151 号（10 月発行）、第 152 号（令和 6 年 2 月発行） 

・会員向け情報誌「緑の通信」年 2 回発行（8 月、令和 6 年 2 月発行） 

（2）各種展示及びイベント参加 
第 94 回 メーデー中央大会 4 月 29 日（土・祝）代々木公園（東京・渋谷区） 

中央区エコまつり 6 月 4 日（日）あかつき公園（東京・中央区）  

中央区健康福祉まつり     10 月 22 日（日）あかつき公園（東京・中央区） 

中央区環境活動フェス 2023  11 月 3 日（金）～5 日（日）環境情報センター（東京・中央区） 

アイランダー2023 11 月 18 日（土）～19 日（日） 

第 15 回全国水源の里シンポジウム 11 月 21 日（火）～22 日（水） 

湘南ビーチサイドウォーク 2023 11 月 23 日（木・祝） 

第 18 回湘南国際マラソン 12 月 3 日（日） 

経団連自然保護協議会 2023 年度シンポジウム 12 月 5 日（火） 

中央区 ECO ワーク発表会 2 月 7 日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）ホームページ、SNS、ブログなどを活用した広報活動 

開催案内としてホームページに掲載 

インターネット上のボランティア募集掲示板に投稿 

Facebook、X、Instagram 等 SNS に適宜活動報告を掲載 

団体紹介リーフレットのリニューアル 

緑のふるさと協力隊 活動報告会の様子を YouTube「緑のふるさと協力隊チャンネル」で配信 
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令和 5 年度の経常収益は、会員数の減少により受取会費が減収となっていますが、受取寄付金・受取

助成金・事業収益が年度予算に比べて若干の増収となりました。社会の SDGs への関心の高まりは、企

業や団体が森林ボランティア活動等へ参加する後押しとなり寄付金にも繋がっています。また、緑のふ

るさと協力隊 OBOG を対象とした「緑のふるさと協力隊サポーター制度」では、少額で活動を支援でき

る仕組みとして支援の輪が拡がりはじめています。 

なお、令和 4 年度に実施した再開発に伴う移転費用が年度をまたいでの収入となっています。 

経常費用では、インボイス制度の導入に

合わせて、収益事業者としての登録を行

い、令和 5 年度より会計事務所へ会計業務

を一部委託することとしました。それに伴

い、管理費の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【寄付について】 

令和 5 年度は合計で 3,033,619 円のご寄付

をいただきました。 

 個人… 27 件、103，219 円 

企業・団体…6 件、2,930,400 円 

連合「愛のカンパ」、朝日生命、鶴来ライ

オンズクラブ、P＆G ジャパン、㈱ランナ

ーズウェルネス、はちおうじユースコンソ

ーシアム         

     ※順不同 

17,920,447

378,341

18,298,788

794,243

650,000

275,000

1,719,243

1,345,696

143,990

325,500

70,000

91,200

1,976,386

1,293,200

1,293,200

3,269,586

17,994,088

-1,245,643

16,748,445

20,018,031
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